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大
山
崎
町
は
、
も
と
も
と
優
れ
た
立
地
・
環

境
・
歴
史
・
文
化
的
諸
条
件
を
持
つ
町
で
す
。
し

か
し
、
特
に
近
年
は
急
速
に
地
域
の
基
礎
的
な
条

件
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
が
で
き
、
都
市
構
造
の
大
き
な
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
傾
向
が
進
む
な
ど
、
社

会
の
あ
り
方
も
、
国
と
地
域
の
関
係
も
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
町
税
収
入
の
減
少
傾
向
が
続

い
た
結
果
、
大
山
崎
町
は
深
刻
な
財
政
状
況
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

今
や
、
町
の
財
政
・
組
織
・

地
域
の
「
硬
直
化
」
が
進
み
、
こ
の
ま
ま
で
は
自

治
体
の
土
台
が
揺
ら
ぎ
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
早
期
の
危
機
克
服

の
道
を
求
め
て
、
町
は
「
大
山
崎
町
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
（
＝
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
、

毎
年
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
町
政
運
営
を
進
め

て
い
ま
す
。「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
は
、
平
成
19

年
度
か
ら
21
年
度
に
至
る
年
次
的
目
標
を
掲
げ
て

改
革
の
作
業
を
進
め
る
も
の
で
す
。

「
改
革
」
は
住
民
と
の
新
た
な
協
働
の
力
に
よ

っ
て
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
改
革
」
は
可
能
な
限
り
住
民
の
暮
ら
し
の
条

件
を
維
持
し
つ
つ
、
慣
例
や
固
定
的
な
視
点
を
超

え
て
あ
ら
ゆ
る
矛
盾
に
メ
ス
を
入
れ
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

「
改
革
」
は
持
続
可
能
な
自
律
的
町
運
営
を
目

指
す
も
の
で
す
。

「
改
革
」
の
中
で
、
近
隣
は
も
と
よ
り
、
広
域

的
連
携
を
一
層
重
視
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
、
天
王
山
と
淀
川
の
町
・
大
山
崎
町
を
、
新

た
な
生
活
文
化
の
拠
点
と
し
て
再
生
す
る
た
め
に

は
、
着
実
な
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
実
施
が
、

ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

地
方
自
治
体
は
、
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
と

と
も
に
、
地
域
の
将
来
を
守
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
財
政
再
建
は
元
々
、
自
治
体
本
来
の
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
に
立
て
直
し
を
図
る
た
め
の
も

の
で
す
か
ら
、
可
能
な
限
り
住
民
の
暮
ら
し
を
支

え
な
が
ら
、
当
面
の
深
刻
な
危
機
的
財
政
状
況
を

な
ん
と
か
克
服
し
、
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
大
山
崎

町
本
来
の
優
れ
た
地
域
性
の
再
生
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
は
、
人
口
１

万
５
千
人
の
共
同
体
で
あ
る
町
の
共
通
課
題
と
し

て
、
こ
の
深
刻
な
危
機
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め

の
最
重
要
課
題
な
の
で
す
。

特
に
直
接
住
民
の
皆
さ
ん
と
か
か
わ
る
市
町
村

は
、
そ
の
福
祉
や
暮
ら
し
を
守
る
最
前
線
の
役
割

●
町
政
の
継
続
継
承
と
行
財
政
改
革

●
ま
ち
づ
く
り
と
行
財
政
改
革
の
考
え
方

を
担
う
も
の
で
す
。
た
と
え
町
長
が
変
わ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
の
役
割
や
重
要
性
は
同
じ
で
す
。

そ
れ
が
自
治
体
の
継
続
継
承
性
で
す
。
大
山
崎

町
の
行
政
も
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
で
の
議
論

や
、
行
政
を
支
え
て
き
た
職
員
の
知
識
・
経
験
・

努
力
の
上
に
今
日
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
引
き

続
き
継
続
す
る
こ
と
は
、
住
民
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
で
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
町
政
は
、
改
め
る
べ

き
は
改
め
、
新
た
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
民
の
皆
さ
ん
は
先
の
選
挙
を
通
じ
て
、
厳
し

い
町
政
の
状
況
を
乗
り
切
る
に
あ
た
っ
て
、
福
祉

や
暮
ら
し
の
土
台
と
な
る
自
治
体
の
役
割
を
し
っ

か
り
果
た
し
な
が
ら
、
将
来
に
備
え
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
町
の
運
営
に
つ
い
て

新
た
な
考
え
を
加
え
る
必
要
性
を
示
す
結
果
で
も

あ
り
ま
し
た
。

現
行
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
は
、
前
町
長
の

下
で
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
財
政
状
況
の
認
識
と

住
民
本
位
の
成
果
、
効
率
重
視
の
考
え
方
な
ど
は
、

今
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
現
行
の
行
財
政
改
革
を
継
続

し
て
い
く
中
で
、
実
施
計
画
と
し
て
必
要
な
修
正

を
加
え
、
そ
の
後
の
様
々
な
変
化
を
取
り
入
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
決
算
見
込
み
は
、
普
通
会
計
の

歳
入
見
込
み
46
億
円
、
歳
出
見
込
み
45
億
９
千
万

円
、
差
し
引
き
１
千
万
円
の
黒
字
で
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
累
積
赤
字
は
昨
年
度
赤
字
８
千
万
円
か

ら
、
今
年
７
千
万
円
の
赤
字
へ
、
少
し
で
す
が
改

善
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
現
在
の
財
政
収
支
見
通

し
は
、
18
年
度
の
プ
ラ
ン
の
予
想
に
比
べ
て
約
６

●
現
在
の
町
財
政
状
況

町
長
の
基
本
的
考
え

真鍋町政誕生後はじめて、大山崎町�

集中改革プラン（平成（平成１８年３月策定）年３月策定）の�

見直しを行いました�

真鍋町政誕生後はじめて、大山崎町�

集中改革プラン（平成１８年３月策定）の�

見直しを行いました�
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千
万
円
の
改
善
で
す
。

平
成
18
年
に
は
、
19
年
度
決
算
で
赤
字
団
体

転
落
の
基
準
と
見
込
ま
れ
る
累
積
赤
字
額
（
約
６

億
円
）
を
超
え
る
も
の
と
試
算
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
時
点
で
は
基
準
内
の
約
４
億
４
千
万
円
の
赤
字

に
止
ま
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
と
は
い
え
、

現
状
の
財
政
運
営
を
続
け
て
い
て
は
、
20
年
度
に

は
赤
字
が
約
７
億
円
を
超
え
、
赤
字
団
体
転
落
が

１
年
間
先
送
り
さ
れ
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

こ
の
間
に
得
ら
れ
た
好
転
は
、
人
件
費
の
削
減

額
が
、
様
々
な
工
夫
・
努
力
に
加
え
て
早
期
退
職

者
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
計
画
額
を
上
回
っ

た
こ
と
や
、
計
画
外
だ
っ
た
「
行
政
改
革
推
進
債
」

と
「
退
職
手
当
債
」
の
活
用
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
等
の
要
因
に
よ
る
も
の
で
す
。

18
年
度
決
算
が
あ
る
程
度
改
善
さ
れ
た
と
は
い

え
、
財
政
運
営
に
お
い
て
乙
訓
土
地
開
発
公
社
へ

の
年
賦
償
還
の
繰
り
延
べ
や
、
底
を
突
い
た
財
政

調
整
基
金
に
代
わ
る
社
会
福
祉
事
業
基
金
と
公
共

施
設
整
備
基
金
の
取
り
崩
し
可
能
額
を
一
般
会
計

に
繰
り
入
れ
て
や
り
く
り
を
行
っ
て
い
る
な
ど
、

財
政
状
況
の
厳
し
さ
は
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と

は
、
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
た
場
合
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
教
育
施
設
の
整

備
な
ど
を
進
め
る
た
め
に
は
、
新
た
な
財
源
の
確

保
も
必
要
で
す
。

財
政
状
況
に
つ
い
て
町
は
、
地
域
に
出
向
い
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
「
説
明
会
」
を
開
く
予
定
で

す
。
そ
の
中
で
、
保
育
所
の
見
直
し
や
、
こ
れ
か

ら
の
町
政
の
進
め
方
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
し

て
将
来
に
向
け
て
地
域
の
発
展
性
を
確
か
な
も
の

●
今
後
の
プ
ラ
ン
の
進
め
方

に
し
て
い
け
る
の
か
、
そ
の
具
体
的
な
方
策
を
お

伝
え
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
前

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
住
民
等
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

住
民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
無
駄
の
な
い
自
治
体
運
営
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

②
評
価
制
度
の
確
立

役
場
の
仕
事
の
内
容
や
進
め
方
を
、
絶
え
ず
住

民
の
立
場
に
立
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
、
改
善
す
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

③
民
間
活
力
の
導
入

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
様
々
な
工
夫
を
行
政
の

ス
リ
ム
化
や
合
理
化
に
結
び
付
け
て
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

④
職
員
数
・
人
件
費
の
削
減

様
々
な
内
部
努
力
を
優
先
的
に
行
い
な
が
ら
、

職
員
の
資
質
の
向
上
と
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
連

携
を
進
め
ま
す
。

⑤
財
源
の
確
保

地
域
の
将
来
を
安
定
的
に
支
え
続
け
る
う
え

で
、
新
た
な
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
の
住
民
の

皆
さ
ん
と
の
合
意
が
差
し
迫
っ
て
重
要
な
課

題
で
す
。

大
山
崎
町
長
　
真
鍋
宗
平

●
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
る
改
革
の
手

法
と
そ
の
考
え
方
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現
行
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
実
施
計
画
中
、

次
の
項
目
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
実
行
せ
ず
に
現
状
を

維
持
し
た
場
合
の
財
政
収
支
見
通
し
と
、「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
を
実
行
し
た
場
合
の
財
政
収
支
見

通
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

以
上
の
と
お
り
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
実

行
し
な
か
っ
た
場
合
の
財
政
収
支
見
通
し
で
は
、

平
成
19
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
累
積
赤
字
が
11
億

円
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
内
、
平
成
20
年

度
に
は
、
累
積
赤
字
が
７
・
５
億
円
と
見
込
ま
れ
、

い
わ
ゆ
る
「
赤
字
再
建
団
体
」
に
転
落
す
る
目
安

と
な
る
累
積
赤
字
６
億
円
を
超
過
す
る
見
通
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
実
行
し
た
場

合
の
財
政
収
支
見
通
し
で
は
、
平
成
21
年
度
ま
で

の
累
積
赤
字
が
２
・
19
億
円
と
な
り
、
こ
の
間
に

お
い
て
は
、
累
積
赤
字
が
６
億
円
を
超
過
す
る
こ

と
は
な
い
見
込
み
で
す
。

今
回
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

の
見
直
し
の
内
容
を
中
心
と
す
る
、
町
の
現
在
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
の
住
民
説
明
会
を
、
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
の
で
、
当
日
は
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
８
月
６
日
p

19
時
〜
21
時
　
円
団
自
治
会
館

○
８
月
７
日
q

19
時
〜
21
時
　
中
央
公
民
館

○
８
月
８
日
r

19
時
〜
21
時
　
下
植
野
集
会
所

※
平
成
18
年
３
月
策
定
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

お
よ
び
今
回
の
見
直
し
を
行
っ
た
「
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.town.oyam
azaki.kyoto.jp/

）
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ

プ
ラ
ン
全
般
…
町
政
策
推
進
室
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ

（
内
３
１
３
）

財
政
関
係
…
町
政
策
推
進
室
財
政
グ
ル
ー
プ

（
内
３
４
１
）

具
体
的
な
見
直
し
箇
所

今
後
の
財
政
収
支
見
通
し

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

（財源の確保）�

・固定資産税の超過課税の実施�

・保育料の見直し�

平成19年度「実施」を平成20年度「実施」�
に変更�

同上�

項　目　名� 見　直　し　の　内　容�

（集中改革プランを実行しなかった場合）�

歳　　　　　入�

歳　　　　　出�

歳入歳出差引額�

財源不足額（累積）�

46.7�

47.5�

▲0.8�

▲0.8

46.0�

45.9�

0.1�

▲0.7

40.4�

44.1�

▲3.7�

▲4.4

41.1�

44.2�

▲3.1�

▲7.5

40.7�

44.2�

▲3.5�

▲11.0

17年度�
決算�

18年度決算見込� 19年度� 20年度� 21年度�

（単位：億円）�

（集中改革プランを実行した場合）�

歳　　　　　入�

歳　　　　　出�

歳入歳出差引額�

財源不足額（累積）�

46.7�

47.5�

▲0.8�

▲0.8

46.0�

45.9�

0.1�

▲0.7

41.5�

43.8�

▲2.3�

▲3.0

43.4�

43.0�

0.4�

▲2.6

43.1�

42.7�

0.4�

▲2.2

17年度�
決算�

18年度決算見込� 19年度� 20年度� 21年度�

（単位：億円）�
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本
予
算
（
一
般
会
計
）
が

可
決
さ
れ
成
立
し
ま
し
た

平成１９年度
本予算（一般会計）

一般会計 ４３億９,２００万円
※平成１８年度の赤字補填の２億５,０００万円を含むと４６億４,２００万円

前年度（当初）一般会計４６億６,５００万円と比較すると

２億７,３００万円（－５.９％）の減額

今年、町制施行４０周年を迎えた大山崎町。この記念すべき年を、町は財政再建に向けた再出発の年とす
るため、一般会計は今年で６年連続の予算規模縮小としました。その概要をお知らせします。

平
成
19
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
去
る
３

月
の
定
例
本
会
議
、
５
月
の
臨
時
議
会
と
続
け
て

否
決
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
本
年

度
は
こ
れ
ま
で
暫
定
予
算
で
の
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
７
月
10
日
・
11
日
に
開
催
さ
れ

た
臨
時
議
会
に
お
い
て
、「
可
決
・
成
立
」
し
ま

し
た
。

６
月
定
例
本
会
議
（
22
日
最
終
）
の
終
了
後
に

改
め
て
招
集
さ
れ
た
臨
時
議
会
の
予
算
審
議
に
お

い
て
は
、
真
鍋
町
長
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に

お
け
る
財
政
再
建
の
具
体
的
方
策
も
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

今
回
可
決
さ
れ
た
本
予
算
は
、
５
月
臨
時
議
会

で
の
上
程
案
に「
大
山
崎
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
」(

新
規)

策
定
経
費
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

以
下
、
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
平
成
19
年
度
一

般
会
計
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
予
算
の
一
般
会
計
は
総
額
43
億

９
、
２
０
０
万
円
で
、
前
年
度
（
当
初
）
一
般
会

計
46
億
６
、
５
０
０
万
円
と
比
較
し
て
、
２
億
７
、

３
０
０
万
円
（
△
5.9
％
）
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
※
前
年
度
赤
字
補
填
の
２
億
５
千
万
円
を

含
む
と
、
19
年
度
本
予
算
額
は
46
億
４
、
２
０
０

万
円
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
18
年
度
決
算
赤
字
見

込
額
（
実
質
収
支
額
）
は
約
７
、
２
０
０
万
円
で

あ
り
、
予
算
額
と
の
差
額
約
１
億
７
、
８
０
０
万

円
は
今
後
の
補
正
予
算
で
減
額
す
る
予
定
で
す
。）

※
一
般
会
計
暫
定
補
正
予
算
（
第
１
号
）
専
決

処
分
（
既
決
の
暫
定
予
算
の
内
容
が
６
月
末
で
あ

っ
た
た
め
、
６
月
29
日
付
で
専
決
し
、
７
月
〜
９

月
ま
で
の
主
に
義
務
的
経
費
を
計
上
）
も
、
臨
時

議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
本
予
算
の
可
決
・
成
立
に
よ
り
、暫
定
予

算
の
効
力
は
失
わ
れ
、
本
予
算
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
暫
定
補
正
予
算(

第
１
号)

専
決

処
分
に
つ
い
て
は
、
承
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

水
道
事
業
会
計
は
、
暫
定
予
算
の
ま
ま
９
月
末
ま

で
の
予
算
執
行
を
行
い
ま
す
。

①財政再建団体への転落を避けるため、人件費の削減と普

通建設事業費の抑制に努めながら、中学校再構築事業に

着手します。

②本町のバリアフリーの推進に向けて、その基本構想策定

に係る経費を計上しています。

③ささやかではありますが、くらしを支える細やかな施策

にも、出来る限りの配慮をしています。

①福祉・くらしを支えるまちづくりをめざします。
②教育環境の整備と個性あるまちづくりを推進します。
③安全・安心の地域づくりを推進します。
④商工・観光資源の発掘と強化・育成を図ります。
⑤自然・環境保全の新たな段階に備えます。
⑥インタージャンクションと共存する新しいまちづくりを
進めます。

⑦今後の自治体のあり方を踏まえた組織・体制づくりを進
めます。

19年度予算の特長 真鍋町長の重点施策

可決
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地方譲与税 38,900（0.9％）�
自動車取得税交付金 27,400（0.6％）�
地方特例交付金 15,200（0.3％）�
利子割交付金 9,700（0.2％）�
配当割交付金 6,100（0.1％）�
株式等譲渡所得割交付金 3,500（0.1％）�
交通安全対策特別交付金 3,300（0.1％）�

財産収入 131,117（3.0％）�
分担金及び負担金 81,118（1.8％）�
諸収入 78,057（1.8％）�
使用料及び手数料 63,150（1.4％）�
繰入金 17,058（0.4％）�
寄附金 4,504（0.1％）�
繰越金 1（0.0％）�

国庫支出金�
141,327（3.2％）�

地方消費税交付金�
152,500（3.5％）�

地方交付税�
170,000�
（3.9％）�

府支出金�
177,734�
（4.1％）�

町債�
348,100�
（7.9％）�

依存財源�
1,093,761�
（24.9％）�

自主財源�
3,298,239�
（75.1％）�

町税�
2,923,234�
（66.6％）�

歳　入�
4,392,000�
（構成比）�

（単位：千円）�

■
総
務
費

町
勢
要
覧
の
発
行
（
新
規
）
１
０
０
万
円

バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
事
業
（
新
規
）
６
０
０
万
円

■
民
生
費

町
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
２
千
１
６
８
万
４
千
円

重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理
事
業
補
助
１
千
５

２
７
万
６
千
円

福
祉
医
療
費
助
成
１
千
６
５
２
万
９
千
円

障
害
者
福
祉
推
進
事
業
１
億
６
千
２
８
６
万
９
千
円

乙
訓
福
祉
施
設
事
務
組
合
負
担
金
２
千
８
５
５
万

２
千
円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
４
千
８
５

万
９
千
円

老
人
医
療
助
成
１
千
６
８
万
円

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
９
千
１
９
３
万
円

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
委
託
（
新
規
）

特
殊
寝
台
購
入
費
助
成
（
新
規
）
１
０
０
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
１
億
２
千
２
８
０
万

７
千
円

児
童
手
当
支
給
事
業
１
億
１
千
８
５
４
万
円

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
（
子
育
て
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）（
新
規
）
１
０
万
円

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業（
子
育
て
支
援
医
療
助
成
）

２
千
５
８
１
万
７
千
円

保
育
所
管
理
運
営
事
業
７
千
７
１
２
万
３
千
円

■
衛
生
費

Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
・
日
本
脳
炎
・
三
種
混
合
・
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
予
防
接
種
事
業
１
千
１
５
２

万
円

基
本
健
康
診
査
等
２
千
６
８
５
万
５
千
円

各
種
が
ん
検
診
１
千
６
６
３
万
７
千
円

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
配
布
（
新
規
）
３
万
円

じ
ん
芥
処
理
事
業
１
億
４
７
万
７
千
円

乙
訓
環
境
衛
生
組
合
負
担
金
２
億
２
千
６
６
６
万

７
千
円

一般会計歳入における自主財源・依存財源の割合に着目

してみました。自主財源の割合が高いほど、財政の健全

性・安全性が高いと判断できます。

今年度の一般会計予算に占める自主財源の割合は、７５.１％

で、１８年度の６４.９％から約１０％改善しており、昨年度に

比べると、財政は健全化の方向に向かっているといえます。

自主財源・依存財源の割合 自主財源　　３,２９８,２３９千円
自主財源は、町税、地方税や使用料、

手数料などのように地方公共団体自らの
意志に基づいて徴収するものをいいます。
この財源が多いほど財政の健全性・安全
性が確保されます。

依存財源　　１,０９３,７６１千円
依存財源は、国庫支出金、府支出金な

どのように国や府から地方公共団体に交
付されるものをいいます。

75.1％
→

→
24.9％

一
般
会
計
予
算
の
主
な
事
業

（
お
お
む
ね
１
千
万
円
以
上
の
も
の
お
よ
び
新
規
事
業
）

町税の内訳�
単位：千�円�（％）�

軽自動車税�
　　14,170  (0.5)�

→
�

町民税�
（個人）�
872,734�
(29.8)�

町民税�
（法人）�
359,501�
(12.3)�

固定資産税�
1,575,229�
(53.9)�

たばこ税�
101,600�
(3.5)�

一般会計歳入

※歳入合計とは別に、諸収入に、歳入欠かん補填収入

250,000 千円を計上。

財政は健全化の方向へ
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歳　出�
（目的別）�
4,392,000�
（構成比）�

議会費 117,204（2.7％）�
労働費 32,319（0.7％）�
農林水産業費 27,795（0.6％）�
商工費 20,019（0.5％）�
予備費 5,000（0.1％）�
災害復旧費 2（0.0％）�

消防費�
355,624�
（8.1％）�

土木費�
363,005�
（8.3％）�

公債費�
431,162�
（9.8％）�

衛生費�
550,673�
（12.5％）�

総務費�
600,565�
（13.7％）�

教育費�
623,239�
（14.2％）�

民生費�
1,265,393�
（28.8％）�

（単位：千円）�

■
労
働
費

勤
労
者
福
祉
対
策
事
業
３
千
２
３
１
万
９
千
円

■
農
林
水
産
業
費

天
王
山
周
辺
森
林
整
備
事
業
４
６
５
万
４
千
円

■
商
工
費

大
山
崎
オ
ー
キ
ッ
ド
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業

１
５
万
円

■
土
木
費

雨
水
枝
線
見
直
し
測
量
（
新
規
）

排
水
ポ
ン
プ
大
規
模
改
修
工
事

新
幹
線
側
道
歩
道
改
良
工
事

下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
１
億
６
千
５
０
０

万
円

■
消
防
費

乙
訓
消
防
組
合
負
担
金
３
億
２
千
８
９
２
万
５
千
円

消
防
団
運
営
事
業
１
千
６
２
３
万
９
千
円

救
命
用
備
品
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
購
入
１
１
５
万
円

■
教
育
費

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
１
千
１
６
４
万
２

千
円

学
校
管
理
運
営
費
（
小
学
校
）
８
千
１
７
万
１
千

円同
（
中
学
校
）
２
千
８
０
２
万
８
千
円

中
学
校
再
構
築
事
業
（
新
規
）
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
業
務
委
託
、
同
設
計
業
務
委
託
・
設
計
業
務

等
管
理
委
託

中
央
公
民
館
管
理
運
営
１
千
７
３
万
９
千
円

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
等
事
業
２
千
５
９
４
万
４

千
円

大
山
崎
瓦
窯
跡
史
跡
整
備
事
業
２
７
０
万
円

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
工
事
（
空
調
室
外

機
更
新
）

歴
史
資
料
館
企
画
展
（
町
制
四
〇
周
年
記
念
事
業
）

１
１
９
万
３
千
円

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業
５
３
０
万
円

体
育
館
管
理
運
営
１
千
５
８
５
万
６
千
円

一年間に町民一人当たりに使われる町のお金は…　２８８,０９４円
人口１５,２４５人（住民基本台帳人口） ２００７年（平成１９年）４月１日現在

民生費
83,004円

教育費
40,882円

総務費
39,394円

衛生費
36,122円

公債費
28,282円

土木費
23,811円

消防費
23,327円

議会費その他
13,272円

一般会計歳出

18年度当初� 増減率�増減額�19年度当初�

義

務

的

経

費�

人 件 費�

扶 助 費�

公 債 費�

小　計�

物　件　費�

補 助 費 等�

繰　出　金�

投資的経費�

そ　の　他�

合　　計�

▲9.7▲150,0481,403,5411,553,589

5.422,191431,162408,971

3.512,983387,446374,463

▲4.9▲114,8742,222,1492,337,023

3.320,875661,165640,290

▲3.5▲29,898820,295850,193

3.012,238420,597408,359

▲46.0▲149,464175,675325,139

▲11.4▲11,87792,119103,996

▲5.9▲273,000 4,392,0004,665,000

歳出（性質別）の当初比較（単位：千円・％）

※１９年度は、歳出合計とは別に、前年度繰上充用金250,000千円を計上。
※歳出合計とは別に、前年度繰上充用金 250,000 千円

を計上。



・
既
存
校
舎
の
全
て
を
改
築
対
象
と
し
、
体
育
館
、

屋
外
プ
ー
ル
を
含
め
た
新
校
舎
を
建
設
す
る
、

全
面
改
築
工
事
を
行
う
。

・
既
存
施
設
を
利
用
し
な
が
ら,

、
新
校
舎
を
代

替
用
地
に
建
設
を
行
う
、
仮
設
校
舎
が
不
要
な

建
替
計
画
と
す
る
。

・
現
在
の
校
地
の
東
側
に
新
た
に
取
得
す
る
代
替

用
地
に
、
新
校
舎
を
は
じ
め
と
し
た
施
設
を
す

べ
て
配
置
す
る
。
代
替
用
地
の
敷
地
形
状
に
合

わ
せ
、
南
北
方
向
に
新
校
舎
を
配
置
し
、
周
囲

に
駐
車
場
・
屋
外
プ
ー
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど

を
配
置
す
る
。

○
新
校
舎
の
配
置

○
改
築
対
象
建
物

・
普
通
教
室
12
ク
ラ
ス
、
特
別
支
援
教
室
２
ク
ラ

ス
に
対
応
し
た
学
校
規
模
と
す
る
。

・
少
人
数
授
業
は
会
議
室
、
第
２
音
楽
室
、
視
聴

覚
室
等
を
利
用
し
て
行
う
。

普
通
教
室
部
門

・
普
通
教
室
は
、
採
光
に
優
れ
る
な
ど
、
環
境
の

良
い
南
側
に
配
置
す
る
。

・
特
別
支
援
教
室
は
、
昇
降
口
か
ら
近
く
、
保
健

室
等
の
管
理
諸
室
に
隣
接
し
た
１
階
に
配
置
す

る
。
な
お
、
特
別
支
援
教
室
は
可
動
間
仕
切
り

で
プ
レ
イ
ル
ー
ム
と
一
体
的
に
利
用
で
き
る
仕

組
み
と
す
る
。

○
各
部
門
の
配
置

○
学
校
規
模

大
山
崎
中
学
校
再
構
築
基
本
計
画(

案)

を
策
定
し
ま
し
た

京
都
第
二
外
環
状
道
路
Ｂ
区
間
の
延
伸
予
定
区
間
が
大
山
崎
中
学
校
敷
地
上
を
通
る

こ
と
に
伴
う
、
大
山
崎
中
学
校
移
転
・
再
構
築
問
題
。
町
は
西
日
本
高
速
道
路
株
式

会
社
等
の
事
業
者
と
そ
の
補
償
問
題
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
、
再
構
築
基
本
計
画
（
案
）
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
設
全
体
計
画

完

成

予

想

図
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特
別
教
室
部
門

・
校
舎
中
央
部
を
３
階
建
て
の
特
別
教
室
棟
と
位

置
付
け
、
各
教
室
を
配
置
す
る
。
理
科
室
、
家

庭
科
室
（
調
理
・
被
服
）
は
各
２
教
室
設
置
す

る
た
め
、準
備
室
を
共
用
と
し
て
利
便
性
を
図
る
。

・
図
書
室
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
は
隣
接
し
て
配

置
し
、
総
合
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
。

・
多
目
的
ホ
ー
ル
と
第
２
音
楽
室
は
、
地
域
開
放

時
に
独
立
し
て
使
用
で
き
る
位
置
に
配
置
す
る
。

管
理
部
門

・
職
員
室
は
、
昇
降
口
に
隣
接
し
、
ア
プ
ロ
ー
チ

お
よ
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
見
え
る
よ
う
な
位
置
と

し
て
、
防
犯
・
安
全
対
策
に
配
慮
す
る
。

・
校
長
室
は
、
職
員
室
内
部
に
配
置
し
、
教
職
員

間
の
連
携
が
と
り
や
す
い
も
の
と
す
る
。

・
放
送
室
は
、
職
員
室
に
近
く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

面
し
た
位
置
と
す
る
。

・
印
刷
室
は
、
教
職
員
だ
け
で
な
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で

の
使
用
も
考
慮
し
、共
用
部
に
面
し
た
位
置
と
す

る
。

・
保
健
室
は
、
特
別
支
援
教
室
と
の
連
携
が
可
能

で
、
緊
急
時
の
出
入
口
が
確
保
出
来
る
位
置
に

配
置
す
る
。

・
屋
内
運
動
場
は
、
校
舎
北
端
に
配
置
す
る
。
更

衣
室
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
を
備
え
る
。

・
ス
ポ
ー
ツ
部
門
に
は
、
地
域
開
放
時
に
も
使
用

で
き
る
、
専
用
の
玄
関
を
設
け
る
。

共
用
部

・
全
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
基
本
と
し
、
福
祉
対
応

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
。

・
多
目
的
便
所
を
各
階
に
設
置
す
る
。
一
般
便
所

も
各
階
に
設
け
、
余
裕
あ
る
気
持
ち
の
良
い
リ

○
ス
ポ
ー
ツ
部
門

フ
レ
ッ
シ
ュ
空
間
と
な
る
よ
う
な
配
慮
を
す

る
。

・
二
方
向
避
難
が
出
来
る
よ
う
に
、
階
段
を
廊
下

の
両
端
に
設
け
、
安
全
性
の
確
保
を
図
る
。

・
外
部
か
ら
の
緩
衝
空
間
に
も
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ

通
路
は
、
歩
車
分
離
を
基
本
と
し
、
車
路
に
沿

っ
て
来
客
用
の
駐
車
場
を
設
け
る
。
来
校
者
の

一
元
管
理
が
で
き
る
よ
う
、
歩
行
者
も
車
両
も

同
じ
正
門
か
ら
出
入
り
を
行
う
よ
う
に
す
る
。

・
昇
降
口
お
よ
び
来
客
用
玄
関
か
ら
直
接
職
員
室

の
受
付
や
入
口
が
見
え
る
よ
う
に
し
て
、
利
便

性
と
防
犯
性
を
確
保
す
る
。

・
玄
関
上
部
は
勾
配
天
井
と
し
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト

を
配
し
、
明
る
く
開
放
感
の
あ
る
空
間
と
す
る
。

・
特
別
教
室
棟
東
側
に
教
職
員
用
駐
車
場
を
整
備

す
る
。
サ
ー
ビ
ス
用
の
玄
関
と
地
域
開
放
用
の

玄
関
に
近
く
、
地
域
開
放
時
に
は
、
利
用
者
用

の
駐
車
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

・
校
舎
を
中
廊
下
型
の
１
棟
に
集
約
す
る
こ
と
に

よ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
有
効
面
積
を
可
能
な
限

り
広
く
確
保
し
、
２
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
・
サ
ッ

カ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
・
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
が
無

理
な
く
配
置
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
般
開
放
に
備
え
、
屋
外
用
具

倉
庫
と
屋
外
便
所
（
施
錠
付
き
）
を
設
置
す
る
。

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
囲
に
は
防
球
ネ
ッ
ト
を
設
置

す
る
。

○
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
教
職
員
駐
車
場
・
地
域
開
放
玄
関

○
正
門
〜
昇
降
口

動
線
計
画
・
外
構
計
画
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ゾ
ー
ニ
ン
グ
計
画
図

・
普
通
教
室
に
は
冷
暖
房
設
備
を
設
置
す
る
。

・
室
内
に
は
、
可
能
な
限
り
木
材
を
は
じ
め
と
し
た

自
然
素
材
を
使
用
し
、
ぬ
く
も
り
あ
る
学
習
環
境

の
創
出
と
　
　
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
防
止
に
努
め

る
。

・
南
西
側
府
道
沿
い
に
は
、
防
音
塀
を
設
け
る
と

共
に
、
高
木
を
植
え
る
等
の
騒
音
対
策
を
検
討

す
る
。

・
生
徒
の
学
習
環
境
を
最
優
先
と
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
教
職
員
の
執
務
環
境
と
し
て
の
快
適

さ
に
も
配
慮
を
行
う
。
地
域
開
放
時
の
不
特
定

多
数
の
利
用
者
を
考
慮
し
て
、

ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
思
想
を
採
り
入
れ
た
設
計
を

行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

・
玄
関
部
分
屋
上
に
、
社
会
教
材
と
し
て
も
活
用

出
来
る
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
。

・
外
部
舗
装
は
、
地
盤
へ
の
雨
水
の
浸
透
を
妨
げ

な
い
、
真
砂
土
舗
装
や
透
水
性
ブ
ロ
ッ
ク
等
を

使
用
し
、
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
配
慮
を
行
う
。

・
機
械
設
置
の
み
に
頼
ら
ず
、
遮
光
ひ
さ
し
や
自

然
換
気
の
利
用
な
ど
　
　
エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
思

想
を
採
り
入
れ
た
設
計
に
努
め
る
（
西
陽
対
策

と
し
て
の
断
熱
ガ
ラ
ス
や
遮
光
ル
ー
バ
ー
の
採

用
、
雨
水
の
利
用
等
）。

・
普
通
教
室
は
全
室
南
側
採
光
と
し
、
廊
下
側
の

○
平
面
計
画
の
基
本
方
針

○
地
球
環
境

○
学
習
環
境

風
通
し
に
も
配
慮
す
る
。

・
安
全
対
策
の
た
め
、
職
員
室
か
ら
は
正
門
、
昇

降
口
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
様
子
が
把
握
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

・
教
育
環
境
の
多
様
化
や
Ｏ
Ａ
機
器
の
増
加
、
加

配
職
員
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
余
裕
あ
る
職

員
室
と
す
る
。

・
限
ら
れ
た
敷
地
条
件
の
中
で
、
よ
り
校
地
を
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
校
舎
は
中
廊
下
型
と

す
る
。
校
舎
中
央
付
近
へ
の
主
階
段
と
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
お
よ
び
、
廊
下
両
端
へ
の
階
段
の
配
置

に
よ
り
、
職
員
室
か
ら
各
教
室
ま
で
の
動
線
を

短
縮
し
、
教
室
間
の
移
動
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
配
慮
す
る
。

問
合
せ
＝
町
学
校
教
育
室
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

1
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
２
１
１
）

環
境
計
画

新
校
舎
の
建
築
計
画

再
構
築
の
イ
メ
ー
ジ
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シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
…
学
校
お
よ
び
学
校
教
育
活
動
の
中
で
、
そ
の
環
境
中
に
存
在
す
る
微
量
な
化

学
物
質
に
よ
っ
て
、
生
徒
等
が
健
康
被
害
を
発
生
、
ま
た
は
既
往
症
を
悪
化
す
る
複
合
的
な
健
康

問
題
の
総
称
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
…
「
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
意
味
し
、
年
齢
や
障
害
の

有
無
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
初
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
利
用
可
能
で
あ
る
よ
う
に
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
。

エ
コ
ス
ク
ー
ル
…
環
境
を
考
慮
し
て
設
計
・
建
設
、
運
営
さ
れ
、
環
境
教
育
に
活
か
せ
る
学
校
施

設
の
こ
と
。

（※１）

（※２）

（※３）

（※１）（※２）（※３）



「ヘルパーさんにやってもらった方が楽」

「福祉用具を使えば便利だ」

…でも、安易にサービス利用に頼れ

ば、生活機能はどんどん低下していき

ます。

介護予防とは、「できる限り介護が

必要にならないようにする」

「介護が必要になっても、それ以上

悪化させないようにする」という考え

方です。

いつまでも自分らしく自立して生活

するために、健康なうちから介護予防

に取り組むことが大切です。

大山崎町では、特定高齢者支援事業

として各種のプログラムを開催し、特

定高齢者（要支援・要介護に陥るおそ

れのある 65歳以上の高齢者）の皆さ

んを優先的にお誘いします。

１　介護予防ってどんなこと?

■運動器の機能向上事業「強い足腰を
作ろう会」
スタッフ＝理学療法士
内容＝バランストレーニング、スト
レッチ等
期間＝９月から月４回（１１月まで）

■栄養改善事業「ぱくぱくの会」
スタッフ＝管理栄養士
内容＝講演、調理実習、個別指導
期間＝９月から月２回（１１月まで）

■口腔機能向上事業「口腔ケアでいき
いきライフ講座」
スタッフ＝歯科衛生士、歯科医師
内容＝講演、歯科検診、機能向上体
操、歯磨指導
期間＝９月から月１回（１１月まで）

※いずれのプログラムも、開催場所な
どの詳細についてはお問い合わせく
ださい。

問＝大山崎町地域包括支援センター（福祉セ

ンター「なごみの郷」）1９５２－６５３３

３　特定高齢者支援事業のプログラム
内容（いずれも参加無料）

※昨年度の健康診査（平成１８年９月～

平成１９年２月）を受けられた方を対

象に選定していますが、関心のある

方に対しても、随時大山崎町地域包

括支援センターにて参加の相談に応

じています。

※プログラム最終日に、どの程度効果

があったか評価します。

２　特定高齢者支援(介護予防)
事業に参加するまでの流れ

仲秋の名月鑑賞会会場に、アナタの

作品を野外展示してみませんか？

会場は天王山麓の閑静な住宅地にあ

ります。天王山の緑濃い森とすてきな

音楽を愉しみながら、初秋の庭園をラ

イトアップしませんか？

募集内容＝

鑑賞会の会場屋外に展示する灯り作

品を募集します。応募多数の場合は主

催者側で選定します。作品は野外展示

できるもの、サイズは作者が一人で持

ち運べるもの(会場内に駐車スペース

がないため)とします。展示時間は午

後５時半から８時過ぎまで。

小さな灯り作品を募ります
応募＝

①規定の応募用紙

※応募用紙は、役場２階生涯学習室

に置いています。また、町ホーム

ページ

（http://www.town.oyamazaki.kyoto.jp/）

からもダウンロードできます。

②絵コンテまたは写真など（作品の概

要が分かるもの）

①②を下記まで郵送してください。

※送付いただいた書類はお返しできま

せん。あらかじめご了承ください。

問・応募先＝

〒６１８-８５０１大山崎町教育委員会

生涯学習室文化芸術グループ

1９５６－２１０１(内２２５)

応募締切＝８月２５日必着

実施スタッフの皆さん
（藤井管理栄養士／高橋歯科医師／
堂谷理学療法士）

65歳以上�
の高齢者�

参加希望�
の有無を�
確認�

活き活き健康�
ケアプランを�
作成�

健康診査等で、生�
活機能が低下して�
いる人を把握�

対象者を�
選定�

プログラム�
に参加�

左：事業の案内　右：生活機能評価表
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とき＝９月２２日u17:30～ 20:00

ところ＝山崎光の郷（さと）（字大山崎小

字横山　観音寺南隣）

内容＝

・お茶席

・新星コンサート（学生による生演奏）

・「月夜に舞う～ヴァイオリンとベリ

ーダンスによる地中海幻想」熊澤洋

子トリオ＆ダンス

主催＝大山崎町教育委員会

大山崎町文化協会



【一 般 書】 【児 童 書】

『親子でアウトドアあそび』

キャンプでたき火、河原で魚つりや
バーベキュー。アウトドアでのあそび
は楽しさいっぱい。火のおこし方やご
はんの炊き方、ロープの結び方など、
役立つテクニックをマスターしよう。

『裁判長！これで執行猶予は甘くないすか』
北尾　トロ／著

笑いあり、怒りあり、涙あり･･･。
裁判は、映画や小説の法廷シーンのよ
うなカッコよさもなければ、ドラマチ
ックな展開もほとんどないけれど、悲
喜こもごもの人生ドラマがひしめいて
いる。

『ふしぎな　あな』桑原　伸之／作
『だじゃれモン次郎①
なぞなぞギャング団』

石崎　洋司／作
『こそあど森物語　あかりの木の魔法』

岡田　淳／作
『サボテンぼうやの冒険』

たむら　しげる／作
『いいから　いいから』

長谷川　義史／作

『オバサンの経済学』
中島　隆信／著

『京都の平熱』
鷲田　清一／著

『満州事変から日中全面戦争へ』
伊香　俊哉／著

『本格ミステリー07』
本格ミステリー作家クラブ／編

『日本古典文学入門』
三浦　佑之(すけゆき)／著

図書の貸出・返却時間

平日 １０時～１６時３０分

土・日・祝日 １０時～１６時【 】
〈中央公民館図書室からのご案内〉

大
山
崎
町
で
は
、
地
域
の
連
帯
意
識
の
希
薄
化

と
就
業
形
態
の
変
化
に
よ
り
、
消
防
団
員
の
数
が

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
消
防
団
員
自

体
の
高
齢
化
も
進
行
す
る
な
ど
、
消
防
団
は
現
在

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
町
は
、
私
た
ち
が
守
る
」
を
合

言
葉
に
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
あ
な
た
の
力
を
消
防
団
へ
。

入
団
資
格
＝
大
山
崎
町
内
在
住
で
、
地
域
防
災
に

熱
意
を
持
っ
て
い
る
18
歳
〜
45
歳
の
健
康
な
男

性
。

問
＝
大
山
崎
消
防
署
庶
務
予
防
課

火
災
や
地
震
、
台
風
な
ど
の
災
害
時
に
出
動
し

て
、
消
火
活
動
や
人
命
救
助
な
ど
の
消
防
業
務
に

携
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
普
段
は
、
災
害
に
備
え
て
消
火
訓
練
や

応
急
手
当
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の

防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
火
ビ
ラ
の
配
布
な
ど
を
通

じ
て
「
火
の
用
心
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
と
は

あ
な
た
の
力
を
消
防
団
へ

来
年
開
催
さ
れ
る
京
都
府
消
防
操
法
大
会
へ
の

出
場
分
団
の
選
抜
会
に
向
け
、
全
分
団
が
猛
暑
の

中
、
昼
夜
を
問
わ
ず
消
防
ポ
ン
プ
車
操
法
の
訓
練

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
11
月
に
行

わ
れ
る
選
抜
会
ま
で
続
き
、
そ
の
後
、
選
ば
れ
た

分
団
が
大
会
ま
で
訓
練
に
励
み
ま
す
。

皆
さ
ん
の
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
ポ
ン
プ
車
操
法
猛
特
訓
中
Y

消
防
団
員
募
集
中
Y

消�防�

ば�ひ�ろ�

1953-6039
消防本部�

1934-0119
向日消防署�

1957-0119
長岡京消防署�

1956-0119
大山崎消防署�

消防ポンプ車操法の訓練の様子

８月の月末休室日
８月３０日（木）

図書室からのお願い

図書室内でのジュース・お茶､

ガムなどの飲食､携帯電話での通

話はご遠慮ください。

どうぞよろしくお願いします。

E
D
C

R
F
V
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第二大山崎小学校４年生
の児童５２名が久保川の清
掃活動を行い、河川管理お

よび環境保全の大切さについて学び
ました。これは、京都府教育委員会
の「京の子ども夢・未来体験活動」
の一環として行われたもの。
この日は、真夏の太陽が照りつけ

る暑い一日。児童たちは、学校の呼
びかけで参加
した保護者や
地元の方々と
一緒に、空き
缶やビニール
袋などのゴミ
を次々と拾い
上げ、さわや
かな汗を流し
ていました。

嶋田睦子さん（西法寺）
が、新たに人権擁護委員に
なられました。

また、平田弘一さん（脇山）が、
平成７年から引き続いて再任（５期
目）されました。
人権擁護委員は、法務大臣からの

委嘱を受けて、地域における人権思
想の普及や人権擁護の取り組みを行
います。
今後、大山崎町では、５人の人権擁

護委員の皆さんが人権相談や啓発な
どの活動をされることになります。

「防ごう犯罪と非行　助
けよう立ち直り」をスロー
ガンに、７月の１か月間を

強調月間として行われた「第５７回社
会を明るくする運動」。犯罪の防止
と、罪を犯した人たちの更生に理解
を深め、様々な立場から犯罪や非行
のない明るい社会を築く全国的な運
動の一環で、大山崎町でも幅広い活
動が展開されました。
この日は、真鍋町長をはじめ関係

者の皆さんが、早朝から阪急・ＪＲ
駅前、大山崎中学校前で、また夕刻
には町内の３つのスーパーの店頭で
啓発物を配付し、犯罪や非行の防止
と少年保護を呼びかけました。

新たに、南さんが議会（大山崎
町議会平成１９年第２回定例会）の同
意を得て任命されました。

行政委員等の紹介

教育委員（新任）

南
みなみ

顕
けん

融
ゆう

さん

(任期：平成１９年６月２６日
～平成２３年６月２５日）

京都乙訓ロータリークラ
ブ様から木製ベンチ２基を
寄贈いただきました。

同様の木製ベンチは、平成 17
年から毎年寄贈いただいており、こ
れまでに中央公民館や体育館などの
公共施設に設置され、施設利用者の
皆さんに喜ばれています。
今回設置されたベンチも、７月か

ら長寿苑前に設置しました。

町では、従業員の勤務時
間中の消防団活動に対して
便宜を図ったり、地域防災

のために従業員の消防団への入団促
進を図るなど、消防団活動に積極的
に協力していただいている地域の事
業所に対し、「消防団協力事業所表
示証」を交付しています。
この日は、第１号の認定事業所と

なったダイハツ工業㈱京都工場に対
し、町長が表示証を交付しました。

夏に佐賀県で行われるイ
ンターハイに出場する、西
乙訓高校の弓道部（個人の
部）とワンダーフォーゲル

部、平安高校のフェンシング部（団体
および個人の部）と、夏の甲子園に向
けた地方予選に出場する西乙訓高校
野球部を、真鍋町長が激励しました。
激励を受けた生徒達は、「悔いの

ないようにがんばりたい」「優勝を
目指したい」と、それぞれに奮闘を
誓っていました。

13 広報おおやまざき

左から楠委員、神谷委員、嶋田委員、上田委員、平田委員
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公民館「大山崎ハーモニカ
サークル」の皆さん

先
生
の
伴
奏
に
乗
っ
て
、
心
地
良
い
ハ
ー

モ
ニ
カ
の
音
色
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

こ
こ
は
、
中
央
公
民
館
２
階
の
一
室
。
大

山
崎
ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
、

き
れ
い
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
て
い
ま
す
。

音
楽
が
好
き
で
、
自
分
で
何
か
楽
器
を
演

奏
し
て
み
た
い
と
の
思
い
か
ら
ハ
ー
モ
ニ
カ

を
始
め
た
と
い
う
小
林
美
代
子
さ
ん
。「
音

楽
に
は
癒
し
の
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
は
良
い
気
分
転
換
に
な
り
ま

す
。」
と
話
さ
れ
ま
す
。

小
林
さ
ん
の
話
を
横
で
頷
き
な
が
ら
聞
い

て
い
た
宮
本
ヨ
シ
子
さ
ん
は
、「
ハ
ー
モ
ニ

カ
は
、
そ
の
小
さ
さ
も
魅
力
。
持
ち
運
び
が

楽
で
、
ど
こ
で
も
演
奏
で
き
る
気
軽
さ
が
良

い
で
す
ね
。」と
、
そ
の
魅
力
を
語
ら
れ
ま
す
。

未
経
験
者
か
ら
は
、
一
見
簡
単
そ
う
に
思

わ
れ
が
ち
な
ハ
ー
モ
ニ
カ
。
で
も
、
実
は
か

な
り
奥
が
深
い
。

関
西
ハ
ー
モ
ニ
カ
連
盟
副
理
事
長
で
も
あ

る
田
中
祥
雄
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
最
大
の
特
徴
は
、
吹
く

だ
け
で
な
く
吸
う
こ
と
で
も
音
を
出
す
と
こ

ろ
。
そ
の
分
、
様
々
な
音
色
を
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。」

実
際
に
、練
習
を
積
む
こ
と
で
、楽
し
さ
や

哀
し
さ
と
い
っ
た
感
情
を
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の

音
色
一
つ
で
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
る
そ
う
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
歴
４
年
の
福
田
明
美
さ
ん

も
、「
同
じ
曲
で
も
、
先
生
が
吹
く
と
全
然

違
う
よ
う
に
聞
こ
え
る
ん
で
す
。」
と
、
そ

の
奥
の
深
さ
を
実
感
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

他
の
サ
ー
ク
ル
で
合
唱
を
し
て
い
る
と
い

う
桑
原
沙
登
枝
さ
ん
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
腹

式
呼
吸
が
鍛
え
ら
れ
、
以
前
よ
り
も
声
が
出

る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
皆
さ
ん
、
冬

場
で
も
汗
を
か
く
く
ら
い
暑
く
な
る
と
の
こ

と
な
の
で
、
腹
式
呼
吸
で
意
外
な
健
康
効
果

も
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
た
だ
い
ま
メ
ン
バ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
に
も

親
切
、
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
男
性
の
方
も

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
加
入
に
関
す
る

お
問
合
せ
は
、（
代
表
）
小
林
さ
ん
1
９
５

６
―
５
８
２
３
ま
で
。

音色一つでさまざまな感情を表現できます。

24

―
主
な
仕
事
内
容
は
？
―

私
達
の
グ
ル
ー
プ
で
は
固
定
資
産
税
の
賦
課
を
行
っ
て
い
ま
す
。
固
定
資
産
に
は
、
土
地
、
家
屋
、
償

却
資
産
が
あ
り
、
主
に
６
月
か
ら
11
月
の
期
間
に
評
価
事
務
を
、
12
月
か
ら
５
月
の
期
間
に
、
評
価
に
基

づ
い
た
課
税
事
務
を
し
て
い
ま
す
。

―
仕
事
を
し
て
い
て
思
う
こ
と
―

私
は
、
大
山
崎
町
に
採
用
さ
れ
た
年
か
ら
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
配
属
に
な
り
、
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

主
に
担
当
し
て
い
る
仕
事
は
新
築
家
屋
の
評
価
で
、
年
間
約
１
０
０
棟
、
５
年
間
で
５
０
０
棟
近
い
家

屋
を
訪
問
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
唐
突
な
調
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
温
か
く
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ん
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
公
平
で
公
正
な
課
税
の
た
め
に
日
々
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
現
在

家
屋
を
建
築
中
の
方
、
あ
る
い
は
建
築
予
定
の
方
、
そ
の
時
に
は
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
浅
田
）

―
や
り
が
い
―

今
年
の
４
月
に
資
産
税
グ
ル
ー
プ
に
異
動
に
な
り
、
町
内
で
課
税
さ
れ
て
い
る
償
却
資
産
の
把
握
と
家

屋
の
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

今
は
、
固
定
資
産
税
の
評
価
方
法
や
税
額
の
計
算
方
法
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
日
々
勉
強
中
で
す
が
、
税
金

の
こ
と
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
に
も
、
誠
意
を
持
っ
て
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
理
解
し
て
い
た

だ
け
た
時
に
は
、
や
り
が
い
と
喜
び
を
感
じ
ま
す
。（
鎌
田
）

―
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
か
ら
一
言
―

税
金
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
歓
迎
さ
れ
る
仕
事
で
は
な
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
（
笑
）
が
、「
公
平
・
公
正
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

現
況
調
査
の
た
め
、
よ
く
町
内
の
巡
回
を
し
て
い
ま
す
が
、
決
し
て

怪
し
い
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
と
わ
か
る
よ
う
名
札
も
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
固

定
資
産
税
は
、
一
般
の
方
に
は
理
解
し
に
く
い
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
電
話
や
窓
口
で
お
問
合
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
丁
寧
に
分
か
り

や
す
く
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
の
お
仕
事
紹
介
し
ま
す

③
税
務
室

資
産
税
グ
ル
ー
プ

左から山元（リーダー）、鎌田、浅田



町のホームページに、事業所や自営業者の皆さん

からのバナー広告を募集します。

広告掲載収入をホームページ運営に要する財源に

充て、また、お店や会社など暮らしに役立つ情報を

提供するために実施するものです。

申込・問＝町政策推進室秘書広報グループ　1９５６－２１０１（内３１２、３１１）

（※）役場３階の政策推進室秘書広報グループ窓口にあります。また、町HP（http://town.oyamazaki.kyoto.jp/）から
もダウンロードできます。

■ 広告掲載イメージ

■ 広告の規格

トップページの閲覧数は、約 10,000 件／月。

広告掲載基準として、公共性や中立性、品位を保

つものであることとします。また、政治・宗教活動

の宣伝、もしくは公の秩序、良俗に反するものは除

くものとします。

お店・会社のPRはいかがですか？

大山崎町ホームページで
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す

枠　　数� 申込方法�

申込締切�

規　　格�

料　　金�

掲載期間�

掲載場所�

掲載開始�

７枠� 「広告掲載申込書(※)」に記入し、電子原稿�

を添えてお申し込みください。掲載を決定し�

た場合は、掲載料が納入されたことを確認の�

うえ広告掲載を開始します。�

掲載希望月の２か月前の月初日�

（例）１０月1日掲載分の締切は、８月1日�

縦６０ピクセル×横１５０ピクセル�

GIF形式／１０KB以下�

５,０００円／月�

３か月単位�

トップページの右下部分�

毎月１日�
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〔失業給付（基本手当）の受給要件の改正等〕

短時間労働被保険者（所定労働時

間20時間以上３０時間未満）の区分を

なくし、一般被保険者に一本化します。

給付を受けるには、離職前の２年間

で１２月以上（各月１１日以上の賃金

支払基礎日数）の被保険者期間が必

要になります。なお、倒産・解雇等

により離職された方は６月以上（各

月１１日以上の賃金支払基礎日数）が

必要です。

原則として平成１９年１０月１日以

降に離職された方が対象です。

〔育児休業給付の給付率の引き上げ〕

給付率を離職前賃金の４０%から５０%

（休業期間中３０%＋職場復帰後６か

月２０%）に引き上げます。平成１９年

４月１日以降に職場復帰された方か

ら平成２２年３月３１日までに育児休

業を開始された方が対象です。

育児休業給付の支給を受けた期間

は、基本手当の算定基礎期間から除

外します。平成１９年１０月１日以降に

育児休業を開始した方に適用します。

〔教育訓練給付の受給要件緩和と給付

率の見直し〕

被保険者期間「３年以上」受給要

件を、当分の間、初回に限り「１年

以上」に緩和します。給付率及び上

限額を２０%（上限１０万円）に一本

化します。

平成１９年１０月１日以降に指定講

座の受講を開始された方が対象です。

問＝京都労働局職業安定課

1２４１-３２６８またはお近くの公共職

業安定所（ハローワーク）にお問合せ

ください。

※雇用保険法改正の概要は厚生労働省

ホームページ

（http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/koyouhoken05/index.html）

でもご覧いただけます。

この宝くじの収益金は、市町村の明

るく住みよいまちづくりに使われます。

発売期間＝発売中～８月７日q

抽選日＝８月１６日s

サマージャンボ宝くじ
１等・前後賞合わせて３億円！！

雇用保険法改正のお知らせ

行政書士が、あなたの疑問にお答え

します。申込不要・無料です。

テーマ＝相続・遺言、公正証書、契約

書、示談書、内容証明、法人設立、建

設業許可、自動車登録、車庫証明など

とき＝８月１６日s13:30 ～ 16:30

（毎月第３木曜日実施）

受付場所＝町役場１階町民ロビー。受

付後、町役場１階相談室で個別相談

問＝町政策推進室秘書広報グループ

（内３１２）

障害者の医学判定・更生に必要な相

談です。

京都府では、一般的な医療機関や行

政機関に来所が困難な身体に障害のあ

る方を対象に、医学的判定及び更生に

必要な相談やリハビリなどについての

指導・助言を行う｢身体障害者巡回更

生相談｣を実施しています。この相談

は、乙訓地域では年２回実施されてい

ます。府内にお住まいの身体に障害の

ある方ならどなたでもご利用できま

す。身体障害者手帳、補装具、日常生

活用具に関してご相談のある方は、ぜ

ひこの機会をご利用ください。

とき＝８月７日q14:00～ 15:30

ところ＝向日市民会館

審査科目＝整形外科、耳鼻科

内容＝

○医学的判定

○補装具相談・適合判定

○申請事務

○日常生活相談

○その他

・予約制です。

・身体障害者手帳の交付を受けてい

る方は、必ず手帳をご持参ください。

・補装具についての相談は、現在使

用中のものをご持参ください。

・電動車いすの判定希望のある方

身体障害者巡回更生相談

暮らしと事業の行政相談会

は、事前に左右どちらの手で操作

できるかをお知らせください。

・今回の巡回更生相談で給付判定を

行ったものについては、更生相談

所で適合判定が必要になります

(整形外科に限る）。

問・申込＝町福祉推進室社会福祉グル

ープ（内１５２）

大山崎町特産の京野菜「京山科なす」

が出荷本番を迎え、７月４日以降

（月・水・金曜日）東京方面にも出荷

されました。生育は順調で、品質も良

好です。

また、お中元用として京野菜の詰め

合わせ（加茂なす、山科なす、トマト、

万願寺とうがらしなど）も、京都市内

のデパートや錦市場に出荷されていま

す。

問＝町経済環境室経済観光グループ

(内２４７)

京山科なす出荷本番！

【京山科なす】きょうやましななす

１８６５年ごろ山科で誕生し、明治

時代には特産品として数多く栽培さ

れていました。果皮が薄いため傷つ

きやすく、栽培が難しいことから、

近年ではほとんど姿を消していまし

たが、府農業総合研究所などが栽培

技術を開発し、ブランド品として再

デビューさせました。

既に、京ブランドとして定着して

いる「賀茂なす」よりも小さく、

一般に広く流通している「千両なす」

に比べると首が太いポッチャリ型。

皮が薄く柔らかいため、「煮物・

漬け物」に人気のある京野菜です。

大山崎町役場 代表1９５６-２１０１
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８月は、年度の切り替え月になりま

す。現況届・所得状況届は、１９年度も

引き続き手当が受けられるかどうかを

決める大切な届です。

届出の用紙は、７月末から８月始め

にかけて役場からお送りします。児童

扶養手当を受けておられる方は、８月

１日r～８月３１日tまでに、特別児

童扶養手当を受けておられる方は、８

月１０日t ～９月１０日p までに提出

してください。所得制限で支給停止の

方も届出が必要です。

提出先＝町健康・児童推進室児童福祉

グループ　（内１３３）

町では、在宅福祉支援の一環として、

生活の本拠が在宅の要介護やひとり暮

らしの高齢者などに対して寝具の丸洗

い乾燥サービスを行います。

目的＝在宅の要介護高齢者等の健康増

進と衛生保持

対象＝町内在住の下記のいずれかに該

当する６５歳以上の方。

○身体に何らかの不具合があるため

に、日常生活の一定の活動に援助を

要する高齢者

○ひとり暮らしの高齢者

内容＝民間業者の寝具回収・配達車で

下記の種類の寝具を収集し、丸洗い・

乾燥後、配達します。収集から配達ま

でおよそ１週間を要し、その間必要に

応じて代替の寝具を貸与します。（貸

布団が汚れた場合には、個人負担

１,０００円程度別途徴収）

寝具の種類＝敷布団・掛布団、毛布

（いずれもシングル）各１枚（１セッ

ト）、計３枚以内。

利用料＝１セット３００円（寝具返却の

配達時にお支払いください）

申込期間＝８月８日r～８月１６日s

申込＝町福祉推進室で受付。申請書は、

役場窓口にて配布します。（申込みの

際、印鑑が必要ですので持参してくだ

さい。）

日程＝

高齢者に、寝具丸洗い
乾燥サービス

児童扶養手当・特別児童扶養手当
を受けている方へ

○寝具回収…８月２７日pから８月３１

日t の間の利用希望日に委託業者

がサービス利用者宅に出向き寝具を

回収します。

○丸洗い済寝具の納品配達…９月３日

pから９月７日tの間の利用希望

日に丸洗いを終えた寝具をお届けし

ます。回収、納品の時間帯等につい

ては、別途電話で業者が調整します。

問＝町福祉推進室高齢・介護グループ

（内１５９）

毎年８月を「道路ふれあい月間」と

して、道路を広く、美しく、安全に利

用していただくように呼びかけていま

す。道路をまもるパトロールも行いま

すので、ご理解とご協力をお願いしま

す。

①道路に自転車等を放置したり、道路

を荷物置き場にしていては、通行す

る人々にたいへん迷惑をかけます。

また、違法駐車はスムーズな通行の

妨げになるだけでなく、交通事故や

渋滞の原因にもなりかねません。通

行の支障になるものを置いたり違法

駐車するのはやめましょう。

②タバコの吸殻やゴミのない道路は、

とても気持ちのいいものです。「捨

てない。汚さない。」のルールを守

り、一人ひとりの思いやりで、道路

をいつもきれいに使いましょう。

③道路上に大きくはみ出た樹木（生垣）

などは、通行の視界不良や通行障害

になりかねません。通行の支障にな

らないように管理をお願いします。

８月２５日～８月３１日は道路防災週間

道路は、豪雨や地震などの災害時に

は緊急輸送路や避難路にもなります。

ただいま阪神淡路大震災を教訓とし

て、橋脚の補強など「災害に強い道づ

くり」を進めています。９月１日は

「防災の日」、その直前の８月最終週を

「道路防災週間」としています。

問＝町まちづくり推進室

また明日 元気に会おう この道で
８月は「道路ふれあい月間」

夏休み中、子ども

たちが安全に規則正

しく、有意義な生活

ができるよう見守る

ために、多くの地域

の関係諸団体の皆さんの協力を得なが

ら、長年パトロールを実施しています。

協力団体＝町内会・自治会、小・中学

校PTA（地区委員・地域委員等）、子

ども会育成者、民生児童委員協議会

（委員）、婦人会（本部役員）、交番地

域安全リーダーズ等

期間＝７月２１日u～８月３１日t

回数＝各コース毎に４～６回（概ね週

１回程度・夜間９～１０時）

地域＝町内を１０ブロックに分けて、

巡回コースを調整し実施していきます。

地域の子どもは地域で育てていける

よう、皆さんも時と場合に応じ、子ど

もたちへ温かい声かけをよろしくお願

いします。

―大山崎町少年補導委員会―

税関では、お預かりしている次の通

貨・証券などをお返ししています。

○終戦後、外地から引き揚げて来られ

た方々が、上陸地の税関又は海運局

に預けられた通貨・証券など

○外地の終結地において、総領事館や

日本人自治会などに預けられた通

貨・証券などのうち、その後日本に

返還されたもの

○お心当たりの方は税関へお問合せく

ださい。ご本人だけでなく、ご家族

の方も問合せや返還請求をすること

ができます。

問＝大阪税関京都税関支署

1７６１-１２９６

大阪税関ホームページ

（http://www.customs.go.jp/osaka/）

通貨・証券などをお返し

夏休み夜間パトロール

このコーナーは２１ページから始まります
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兵庫県豊岡市但東町が生んだ偉大な

教育者、東井義雄は、人々の心の支え

となった多くの言葉を残しました。全

国にはこのように、人々に生きる勇気

と希望を与えた言葉があるはずです。

ぞんな「ことば」を募集します。

募集作品＝

テーマは「悩んでいた私にスイッチ

を入れて目覚めさせてくれた先生のあ

の一言」です。

私の心に火をつけてくれた、スイッチ

を入れてくれた、そんな言葉を募集しま

す。

学校の先生以外でも、習い事の先生や人

生の師と仰ぐ方の言葉でも結構です。

６０字以内の「ことば」と、そのときの状

況を４００字以内で記述してください。

応募資格＝

どなたでも、１人何点でも応募可能で

す。

※過去に入賞された作品は、選考除外

とします。

申込期限＝１０月１日p

応募方法＝住所、氏名、年齢、電話番

号、Ｅメールアドレス(任意)、学校名

を記入のうえ、次のいずれかの方法に

より応募してください。

○郵便、FAX、Eメールにより直接

○学校、団体、公民館等でまとめて

賞＝応募の中から各賞合わせて１００編

を選考し、賞状ならびに副賞を授与し

ます。

その他＝

○平成２０年２月頃に入賞作品発表会

（表彰と講演会等）を行い、入賞作

品１００編を掲載した冊子を作成予定

です。

○応募書簡について、一切の権利を豊

岡市教育委員会が有し、書簡の返却

はしません。結果は、入賞された方

のみに直接通知します。

○入選者の氏名、市区町村名、学校名

などが掲載される場合があります。

問・申込＝豊岡市教育委員会但東分室

内「東井義雄いのちのことば募集係」

1（０７９６）２１-９０３６

ＦＡＸ（０７９６）５４-１０２５

Eメール＝ toui-kinenkan@city.toyooka.lg.jp

東井義雄賞
「いのちのことば」を募集します

今年も夏祭りの季節がやってきまし

た。町では、おおやまざき音頭の普及

を図るため、地域の盆踊りなどに指導

員を派遣しています。ご希望の際は下

記までご連絡ください。

問＝町政策推進室秘書広報グループ

（内３１２）

家庭でのお盆のお供え物を回収しま

す。午前９時までに次の場所へ出して

ください。

とき＝８月１７日t

ところ＝

・ツタヤ兄弟商会横

・大山崎排水ポンプ場前

・鏡田東部お地蔵さん横

・鏡田中央公園

・松田橋

・久保川（金蔵）

・山寺大門脇角

・薬師前墓地階段横

・葛原公園

・若宮前公園

・殿山公園

・下植野集会所

・下植野団地集会所

問＝町経済環境室清掃環境グル－プ

（内２４４）

お盆のお供え物を回収します

音頭指導員を派遣します

母子家庭及び寡婦の健康管理の一助

として、無料で半日の人間ドック（健

診）を実施します。

対象＝

①京都府内（京都市を除く）に居住す

る母子家庭の母親及び寡婦であっ

て、平成１９年４月１日現在６５歳未

満の者。

②寡婦にあっては、国民健康保険の被

保険者（本人）であること。

ところ＝京都第一赤十字病院健診セン

ター（京都市東山区本町１５丁目７４９番地）

とき＝平成１９年１２月～平成２０年３月

［年末・年始（１２月２８日～１月４日）

は休み］のうち土・日・祝日を除く平

日の午前中

応募方法＝大山崎町役場及び京都府各

保健所福祉室にある申込書に必要事項

を記入し、８０円切手を貼った返信用封

筒を添えて京都府乙訓保健所福祉室あ

てに申込んでください。

定員＝約２５０名（定員を超える場合は

受診できない場合があります。なお、

受診の可否については返信用封筒でお

知らせします。）

申込締切＝９月７日t

問＝京都府乙訓保健所福祉室　

1９３３-１１５４

８月の園庭開放…毎週火曜日

10:00～ 11:30です。

※１４日qはお休み

８月のプール開放…毎週金曜日

11:30～ 12:30です。

※１７日tはお休み

我が子だけ見ているのとは違い、多

くの子どもたちを見ることは、子育て

の力になるかと思います。どうぞご利

用ください。

対象＝就学前の親子

－大山崎町各保育所－

子育て支援事業をご利用
ください

母子家庭人間ドック

大山崎町役場 代表1９５６-２１０１
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募集職種＝事務職、技術職（建築）、

技術職（土木）

募集人員＝事務職は若干名、技術職

（建築）・技術職（土木）は各１名

採用予定日＝平成２０年４月１日

■受験資格

①事務職／次の学歴、生年月日に該当

する方

大　卒：昭和５５年４月２日～

昭和６１年４月１日生

短大卒：昭和５７年４月２日～

昭和６３年４月１日生

高　卒：昭和５９年４月２日～

平成２年４月１日生

②技術職（建築）／昭和４７年４月２日

以降に生まれ、建築専門課程を修得

している方（採用予定日までに修得

見込可）

③技術職（土木）／昭和４７年４月２日

以降に生まれ、土木専門課程を修得

している方（採用予定日までに修得

見込可）

注１．いずれの職種も地方公務員法第

１６条の規定による欠格事項に該当す

る方は受験できません。

注２．事務職の「高卒」は、最終学歴

が中学卒であっても大学入学資格検

定に合格し、生年月日が昭和５９年４

月２日～平成２年４月１日生である

方は受験可能です。

■採用試験

①第１次試験

日程・場所＝平成１９年９月１６日O

大山崎町にて

※詳細は受験申込みの際にお知らせ

します。

試験等＝

教養試験（全職種：一般的知識につ

いての筆記試験）

適性検査（事務職：筆記による検査）

専門試験（建築技師及び土木技師：

筆記試験）

合格発表＝１０月上旬に郵送で合否を

通知

②第２次試験

日程・場所は第１次試験合格者に郵

送で通知します。

町職員を募集します
申込先＝町総務室総務人事防災グルー

プへ直接。（郵送不可）

提出書類＝○受験申込書（本町所定の

もの） ○履歴書（市販の履歴書に必

要事項を記入し、写真を貼付したもの）

○最終学校卒業証明書（卒業見込証明

書可） ○返信用封筒（定形長３型封

筒に自身の住所・氏名を記載し、80円

切手を貼ったもの）

受付期間＝８月１３日p～同月２４日t

の8:30～ 17:00（昼休みを除く）

実施要項の配布＝８月１日rから

問＝町総務室総務人事防災グループ

（内３２５）

とき＝８月４日・１１日・１８日（２５日

はお休み）

いずれも土曜日の10:00～ 11:30

ところ＝町体育館

対象＝町内に在住及び在勤の小学校３

年生以上の男女（中学生以下は保護者同伴）

参加料＝一回５００円（家族で参加も同額）

※事前申込みは不要です。

主催・問＝町教育委員会スポーツ振興

グループ　1９５６-０５６７（町体育館内）

とき・ところ＝８月４日u：町体育館

８月２５日u： 大山崎小学校（１１日・

18日はお休み）

いずれも18:00～ 20:00

種目＝卓球、バドミントン、スリータ

ッチボールなど（会場によって種目が

異なりますので、その都度ご確認くだ

さい）

対象＝町内に在住及び在勤の方

参加料＝小・中学生１００円（保険料込）

高校生以上２００円（保険料込）

※事前申込みは不要、当日会場で受付

けします。なお、わくわくクラブお

おやまざき会員の方は会員証をご持

参ください。

主催・問＝わくわくクラブおおやまざき

事務局 1９５６-０５６７（町体育館内）

わくわくサタデーナイト

合気道ひろば

国際交流基金関西国際センターで日

本語を学ぶヨーロッパ、アジアなどの

外国人研修生（日本語は堪能です）が、

大山崎町でホームステイします。これ

に伴い、１泊２日でこの研修生たちを

受け入れていただける家族を募集しま

す。

とき＝１０月２７日u～１０月２８日O

（１泊２日）

申込方法＝氏名・住所・電話番号・家

族構成・ペット飼育状況を電話で下記

までお知らせください。詳細について

もお気軽にお尋ねください。

問＝町政策推進室秘書広報グループ

（内３１２）

大山崎町内には、今も多くの竹林が

あり、その一部では、特産の筍が栽培

されています。

しかし、竹林の世話は大変なため、

最近は、手入れが行き届かない放置竹

林も見受けられます。そもそも竹は成

長が非常に早いため、手入れされなく

なった竹林は、急速に広がって生い茂

り、森林の荒廃を進める原因のひとつ

となっています。

このような状況のもと、森林所有

者・地域・企業・ボランティア団体・

行政（京都府・大山崎町・大阪府・島

本町）などが、持てる力を寄せ合って

天王山森林整備事業に取り組んでいま

すが、事業の推進のためにはボランテ

ィア団体の力が必要不可欠です。

“大山崎竹林ボランティア”では、

月２回（第２、第４土曜日の午前中）

地元の農家の指導を受けながら、不用

竹の伐採・草刈・竹細工作りなどの活

動を行っています。

今後、さらに活動を広げていくため、

皆さんの参加をお待ちしています。

問＝町経済環境室経済観光グループ

（内２４３）

大山崎竹林ボランティア
会員を募集します

ホームステイ受け入れ
家族を募集します

このコーナーは２１ページから始まります
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～ 発売中 ～

とき＝９月２９日u 17:00開演

（16:30開場）

ところ＝京都府長岡京記念文化会館

内容＝

○ボッケリーニ／チェロ協奏曲第９番

変ロ長調　G.482

○チャイコフスキー／弦楽合奏のセレ

ナーデ　ハ長調　op.48ほか

入場料＝全席指定　

Ｓ席：３,０００円　Ａ席：２,５００円

※未就学児童の入場はご遠慮ください。

問＝京都府長岡京記念文化会館　
1９５５-５７１１

戦前、戦中の近畿地方の鉄道関係の

絵葉書から、平和の尊さを考えます。

とき＝８月７日q～２６日O

ところ＝歴史資料館

平成７年１２月、本町は「大山崎町

非核平和宣言」を制定しました。

戦争の悲惨さ、平和の尊さを訴える

ため、今年も平和のパネル展示を行い

ます。

とき＝７月３０日p～８月１７日t

ところ＝役場１階町民ロビー

内容＝戦争・平和に関するパネル展示

問＝町政策推進室政策企画グループ

（内３１５）

平和のパネル展

第９回平和のいしずえ展

〔開館２０周年記念〕－究極の弦楽合奏－
長岡京室内アンサンブル記念コンサート

とき＝９月８日u～９月９日O

ところ・主催＝京都府立青少年海洋セ

ンター（マリーピア）

対象＝小中学生を含む家族

定員＝先着３０名

参加費＝小学生６,８００円

中学生７,０００円　高校生７,２００円

一　般８,２００円

内容＝小アジ釣りと宮津湾遊覧

申込＝京都府立青少年海洋センターへ

電話で申し込むと、後日センターから

参加申込書が送付されます。

受付期間＝８月８日r～２２日r

9:00～ 17:00

問＝京都府立青少年海洋センター

（マリーピア）1０７７２-２２-０５０１

町では、今年度に「高齢者、障害者

等の移動等の円滑化に関する法律（い

わゆる「バリアフリー新法」）に基づ

き、駅などを中心とした重点整備地区

内における駅舎、道路などのバリアフ

リー化を図るため、当該地区を定め、

バリアフリー基本構想を策定します。

この基本構想は、駅など多くの人が

集い、そして行き交う地区を対象とし

ます。そのため、学識経験者や交通事

業者、施設の管理者などをはじめ、そ

こを利用する高齢者、障害者など多く

の皆さんの意見や提案を取り入れなが

ら策定していきます。

そこで今回、次のとおり一般の方々

からも意見を募り、多くの住民参加を

図ることとしました。多数のご応募を

お待ちしています。

■協議会の概要

協議会はその設置（平成１９年８月下

旬頃）後、おおむね４回程度開催予定

であり、開催日時は、原則として平日

の9:00 から 17:00 の間です。開催

バリアフリー基本構想策定協議会
（仮称）の委員を募集します

家族で釣り体験 パート1
場所は、原則として大山崎町役場会議

室です。

■募集要領

募集人員＝２名

応募要件＝

・町内に１年以上在住または在勤され

ている方

・応募時点で年齢満１８歳以上の方

（高校生は除く）

・本町議会議員または本町職員でない

方

募集期間＝８月１日r～８月１５日r

必着

選考方法＝公開抽選による

■応募要領

応募方法＝住所、氏名、年齢、勤務先

（大山崎町在勤者に限る）および在住

または在勤年数を明記のうえ、郵送ま

たは E メールで送付してください。

応募用紙の様式は自由です。

問・応募＝大山崎町字円明寺小字夏目３

町政策推進室政策企画グループ（内３１３）

Eメール＝kikaku@town.oyamazaki.kyoto.jp

募集人数＝１名

勤務時間＝8:30～ 17:00

賃金＝1日：８,７００円 １時間：１,１６０円

勤務日＝（原則として）月曜～金曜

勤務期間＝平成１９年９月３日～平成

２０年３月３１日

申込＝８月１５日rまでに、履歴書に

必要事項を記入のうえ、町健康・児童

推進室へ持参してください。

問＝町健康・児童推進室健康増進グル

ープ（内１３５～１３８）

アルバイト保健師を募集します



主催＝乙訓連合三つ和母子会

とき＝９月２日O 8:30～ 17:30

行先＝ユニバーサル・スタジオ・ジャパン

集合＝8:30までにＪＡ大山崎支店前

に集合

参加費＝大人３,０００円（５,８００円）

中学生２,５００円（５,８００円）

４歳～１１歳２,０００円（３,９００円）

シニア（６５歳以上）３,０００円（５,１００円）

※（ ）内は三つ和母子会員以外の方

申込期限＝８月２４日t

※人数制限あり。三つ和母子会員優先。

問・申込＝大山崎町三つ和母子会　

今井 1９５６-４４５１ 中島 1９５７-７８４３

※当日不参加の場合は、半額しか返金

できません。

いきいきふれあい事業

みんな揃って踊りましょう。和太鼓

演奏・カラオケもあります。子どもさ

んは輪投げを楽しんでください。

とき＝８月２日s 18:00～ 20:10

ところ＝大山崎小学校校庭（体育館西側）

対象＝町内在住の６０歳以上の方とその

家族

※送りのバスは、盆おどり大会終了後

発車します。

主催＝長寿苑生きがい対策事業実行委

員会

問＝長寿苑　1９５７-１８６０

長寿苑盆おどり大会

～８月３日（金）発売開始～

とき＝１０月６日u ２回公演

昼の部　14:00開演（13:30開場）

夜の部　18:00開演（17:30開場）

ところ＝京都府長岡京記念文化会館

入場料＝全席指定　Ｓ席：５,５００円

Ａ席：５,０００円

※未就学児童の入場はご遠慮ください。

問＝京都府長岡京記念文化会館
1９５５－５７１１

〔開館２０周年記念〕
２００７ 島津亜矢コンサート 連理

ご案内�

中央公民館 1957-1421 町 体 育 館 1956-0567
保健センター 1953-3430 歴史資料館 1952-6288
社会福祉協議会 1957-4100 ふるさとセンター 1956-2310
老人福祉センター 大山崎消防署 1956-0119
「長寿苑」1957-1860 福祉センター

「なごみの郷」 1957-7530

役場代表 1 956 － 2101
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真
　
鍋
　
宗
　
平

町
長
短
信�

うぐいす号�　�
高橋新幹線東側→JR山崎駅前→ふるさとセンター前→�
�
大国屋西側→尻江第３公園前→ 会　場 →�
�
第３保育所前→下団集会所前→五条本西側→ 会　場�
�
町マイクロバス�　�
天王山住宅前→大門脇南側→円団南１棟南側→�
�
二山小学校南→町駐車場広場前→ラブリー円明寺前→�
�
西法寺バス停→里ノ後北側→ 会　場 →�
�

（17:32）�

（17:36）�

（17:45）�（17:46）�（17:47）�（17:50）�

（17:25）� （17:26）� （17:27）�

（17:29）� （17:30）� （17:32）�

（17:34）� （17:35）�（17:50）�

（17:37）� （17:40）�

（17:34）� （17:35）�

＝盆おどり大会送迎バス時刻表＝�



大山崎町の魅力を、京都造形芸術
大学とアサヒビール大山崎山荘美術
館が連携し、地域の方々と共にアー
トの目で再発見していきます。過去
から現在、そして未来へとつながる
アート・フェスタの始まりですY

◇町なかプログラム◇

離宮八幡宮を中心にさまざまなイベ
ントを開催します。
①離宮八幡宮ライトアップ（雨天実施）
とき＝８月３日t ～５日O

19:00～ 21:30（雨天実施）
ところ＝離宮八幡宮境内

②ライブイベント
とき＝８月５日O 18 :00 ～
20:30（雨天実施）
ところ＝離宮八幡宮境内
出演＝おとくに雅楽会、天通高木
会、鼓人（こと）

参加費＝無料（事前申込み不要）

◇美術館プログラム◇

③ワークショップ
『光のなぞとき　アートパズルで

「あなた」のまなざし再発見』
モネの『睡蓮』の原寸大アート

パズルを実施します。パズルの組
み立て、実物を前にしたトークを
通して、見ることの面白さ、奥深
さに迫ります。
とき＝８月５日O・２６日O

いずれも15:30から受付
16:00～ 18:00（予定）
申込締切＝８月１０日t

ところ＝アサヒビール大山崎山荘
美術館内
定員＝各回１５名（中学生以上）
参加費＝無料
※別途入館料７００円(高・大学生５００
円)
申込方法＝イベント名、参加希望
日、名前、住所、電話番号、
FAX番号を記入の上、FAXにて
お申込み下さい。ＦＡＸ申込用紙
は美術館HP
（http://www.asahibeer-oyamazaki.com/）
からダウンロードできます。

④宮本亜門プロジェクト
『自分たちのお茶会をつくる
－千利休の心を知って』
演出家宮本亜門氏と京都造形芸

術大学の学生たちが、千利休ゆか
りの地である大山崎町で現代のお
茶会を創造しますY

とき＝９月９日O 10:00～　
ところ＝大山崎山荘美術館内
詳細・申込＝公式サイト
（http://kuad.jp/pjc/tea/）をご
覧下さい。

問＝①②④…アートフェスタ in 大
山崎町２００７実行委員会（担当：北
口　上田）京都造形芸術大学内
1７９１－９１２４
③…アサヒビール大山崎山荘美術館
1９５７－ ３１２３（総合案内）
FAX９５７－３１２６
主催＝アートフェスタ in 大山崎町
２００７実行委員会
共催＝アサヒビール大山崎山荘美術館
後援＝京都造形芸術大学、大山崎町、
大山崎町教育委員会、大山崎町商工会

～アサヒアートフェスティバル参加企画～　アートフェスタ in大山崎町２００７
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大山崎町の推計人口　（前月比）�
総　数 １５,０７４人 （１９）�
男　性 ７,４１２人 （１０）�
女　性 ７,６６２人 （９）�
世帯数　 ５,８２９世帯 （６）�
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みんなの伝言板�
介護職員を募集
特別養護老人ホーム洛和ヴィラ大

山崎、洛和グループホーム大山崎で
は、介護職員（契約又はパート）を
募集しています。
※介護職員：介護福祉士、ホームヘ
ルパー１級・２級
詳細はお問合せください。

問＝洛和ヴィラ大山崎（円明寺開キ
３-３）藤田・山元1９５８－３８５５

大山崎町ミックスダブルステニス
大会の結果
とき＝７月１日O

ところ＝丹波自然運動公園
主催＝ドルチェテニスクラブ
入賞者＝
優　勝　米村千佐子・

中村文弥(京都フレンド)
準優勝　三辻信子(フリー)

川地三千雄(向陽高校)
三　位　長田要子・

中村　博(ドルチェ)
優　勝　瑜伽明美・

舩橋宣雅(ドルチェ)
準優勝　石塚美喜・

廣田好治(ドルチェ)
三　位　細川友見・

颯田康一(フリー)
問＝ドルチェテニスクラブ　近江
1９５７－１７０８

おとくにの魅力を再発見！『京おと
くに・観光文化検定試験』受験者募集
詳細は市民活動サポートセンター

（ＪＲ長岡京駅前　バンビオ１番館
１階）や書店などに設置する「受験
要項」をご覧ください。
とき＝１０月２８日O10:00～ 11:40
ところ＝大阪成蹊大学芸術学部長岡
京キャンパス
検定料＝２,０００円
申込期間＝８月２０日～９月２０日
申込方法＝郵送にて受付（市民活動
サポートセンター）
※西田書店では直接受付
公式テキスト＝「京都おとくに歴史
を歩く（改訂版）」編著：乙訓の歴
史を学ぶ会（かもがわ出版）
※申込者には副読本（公式テキスト
とは別）を無料で配布します。

「International ともだち cafe」
（インターナショナル　ともだち　カフェ）
いろんな国の文化や人と、いろん

な言葉を使って友達になりましょうZ

とき＝毎週木曜日19:00～ 21:00
ところ＝市民活動サポートセンター
（JR 長岡京駅前　バンビオ１番館
１階）
参加費＝５００円（飲み物付）
※飲食物の持込みも大歓迎です。
問＝サークル「ともだち」
俣野　1０９０－２８５５－６３５９

第３３回円明寺が丘夏まつり
天気が微妙なときは西法寺公園に

実施の有無を掲示します。
とき＝８月２５日u17:30～ 21:30
ところ＝西法寺公園
内容＝オープニング、ステージ、夜
店、盆踊り、フィナーレ（天候によ
り変更の場合あり）
主催＝夏まつり実行委員会
問＝足立　携帯０９０-１０７１-０３４６
Ｅメール： niyamazaka@infoseek.jp

８月の地域交流会『親子パン教室』
とき＝８月４日u14:00～ 16:00
ところ＝地域活動支援センターアン
サンブル
長岡京市調子２-５-７
参加費＝親子一組８００円
持物＝エプロン・上履き・筆記用
具・三角巾
定員＝１５組
申込締切＝８月１日r

問・申込＝栗森　1９５６－２５４３

第１５回乙訓グラウンド・ゴルフ交
歓大会
とき＝９月４日q9:10～受付（小雨決行）
ところ＝洛西浄化センター球技場
対象＝町内に在住の方
参加費＝５００円
参加締切＝８月１０日t

競技方法＝４ラウンドの個人戦
（８×４＝３２ホール）
その他＝入賞１０位までのほか、ホ
ールイン・ワン賞、参加賞あり
※用具は会場に準備しています。
問・申込＝室町　1９５６-６６２６

問・申込＝ＮＰＯ法人長岡京市民活
動サポートセンター　京おとくに・
観光文化検定実行委員会
1・FAX０５０－７１０５－８５０５
京おとくに・観光文化検定ＨＰ＝
http://www.geocities.jp/kyootokunikentei/

親子サロン～スマイルプレイス～
とき＝８月３日t・９月７日t

10:00～ 11:30
ところ＝中央公民館２階和室
内容＝自由あそび、交流など
参加費＝２００円（お菓子代）
問＝幸山　1０７０－５６７１－４６０３

第二大山崎小学校「学校お助け隊」
ボランティア募集
学校の緑化！美化！エコ化！のた

めにご協力ください。雨水タンク作
りや花の苗作り、壁のペンキ塗りな
ど、様々な作業を予定しています。
問＝第二大山崎小学校　教頭　小西
1９５７－２５１３

大山崎俳句会（超結社俳句会）
とき＝８月１日r13:00～ 16:30
ところ＝大山崎ふるさとセンター
会費＝半年１,５００円
問＝川嶋　1０９０－４３０７－５１４９

源氏物語を読む会
①とき＝８月２８日q

10:00～ 12:00
ところ＝中央公民館会議室
会費＝半年２,０００円
問＝里井　1９５２－１２２８

②とき＝８月１１日u

10:00～ 12:00
ところ＝長岡京市産業文化会館
会費＝月７００円
問＝森　1９５７－２８２６

女性合唱団員募集
２００７年４月に発足しました。

対象＝大山崎町在住の６０歳以上の方
練習場所＝長寿苑大広間
練習日＝第２・４木曜日
13:30～ 15:30
申込先＝長寿苑
問＝山田　1９５６－３８４４
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カレンダー下の休業・�
休館日のお知らせは�

＝役場　　　　＝老人福祉センター　　　　＝町体育館�
＝中央公民館　　＝ふるさとセンター　　＝歴史資料館�
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町税などの納付は、便利で安全な口座振替をご利用ください。�

今月の納付�

平和のパネル展�
　役場1階町民ロビー�
　8月17日まで�

健康相談（60歳以上対象）�
　長寿苑　9:30-11:30

ふれあいいきいきサロン�
　円明寺が丘自治会館�
　13:30-15:30�
長寿苑盆おどり大会�
　大山崎小学校校庭�
　18:00-20:10

プール開放（就学前親子対象）�
　各保育所　11:30-12:30�
心配ごと相談�
（福祉・子育て・人権）�
　なごみの郷相談室�
　13:30-15:30

いきいき朝市�
　円明寺脇山広場　9:00-売切れ�
合気道ひろば�
　町体育館　10:00-11:30�
わくわくサダデーナイト�
　町体育館　18:00-20:00

道路側溝の泥の収集　町内一円　9:00-17:00�
　前日までに町まちづくり推進室へ�
飼えなくなった犬・猫の引き取り�
　町経済環境室　8:30-10:00�
 （毎週火曜日、但し祝日は除く）�
ふれあいいきいきサロン�
　なごみの郷　13:00-15:00�
「子ども福祉たんけん？！」①�
　なごみの郷他　10:00-15:30�
　8月7日～8月9日�
平和のいしずえ展�
　歴史資料館　～8月26日�
子育て相談　各保育所　9:00-16:00�
園庭開放　各保育所　10:00-11:30

映画鑑賞会「堀部安兵衛」�
（60歳以上対象）�
　長寿苑　13:00-

プール開放（就学前親子対象）�
　各保育所　11:30-12:30

いきいき朝市�
　円明寺脇山広場　9:00-売切れ�
合気道ひろば　町体育館　10:00-11:30�
親子でまなぼう！古代のおかねづくり�
　和銅寛　13:00-16:00

暮らしと事業の行政相談�
　役場1階13:30-16:30

お盆のお供え物回収�
　大山崎排水ポンプ場他�
　14日箱設置～17日9:00までに�
心配ごと相談�
（福祉・子育て・行政・人権）�
　なごみの郷相談室�
　13:30-15:30

いきいき朝市�
　円明寺脇山広場　9:00-売切れ�
合気道ひろば�
　町体育館　10:00-11:30

「子ども福祉たんけん？！」②�
　なごみの郷他　10:00-15:30�
　8月21日～8月23日�
子育て相談�
　各保育所　9:00-16:00�
園庭開放�
　各保育所　10:00-11:30�
よろず相談室（60歳以上対象）�
　長寿苑　10:00-11:30

健康相談（60歳以上対象）�
　長寿苑　13:30-15:30

心配ごと相談�
（福祉・子育て・人権）�
　なごみの郷相談室�
　13:30-15:30�
プール開放（就学前親子対象）�
　各保育所　11:30-12:30

いきいき朝市�
　円明寺脇山広場　9:00-売切れ�
わくわくサダデーナイト�
　大山崎小　18:00-20:00

子育て相談�
　各保育所　9:00-16:00�
園庭開放�
　各保育所　10:00-11:30

プール開放（就学前親子対象）�
　各保育所　11:30-12:30

いきいき朝市�
　円明寺脇山広場　9:00-売切れ�
合気道ひろば�
　町体育館　10:00-11:30�
わくわくサダデーナイト�
　町体育館　18:00-20:00

町立小中学校始業式� 道路側溝の泥の収集�
　町内一円　9:00-17:00�
　前日までに町まちづくり推進へ�
飼えなくなった犬・猫の引き取り�
　町経済環境室　8:30-10:00�
 （毎週火曜日、但し祝日は除く）�
ふれあいいきいきサロン�
　円明寺が丘自治会館�
　13:30-15:30

ふれあいいきいきサロン�
　なごみの郷　13:00-15:00

＝休�

国民年金保険料　７ 月 分（８月３１日tまで）�
町 ・ 府 民 税　第２期分（８月３１日tまで）�
国民健康保険税　第３期分（８月３１日tまで）�
介 護 保 険 料　第３期分（８月３１日tまで）�
�
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夏の交通事故防止府民運動実施中�

京の夏 さわやかマナーで 事故はなし�
－大山崎町交通対策協議会－�

（8月20日まで）�

図書室休日�


